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皿状構造

日南海岸は波蝕台上に砂泥互煽の見事な縞模様(鬼の洗濯板)かかもし

だす素晴らしい景色で有名である.写真は堆積構造の一種のうちの

dishs舷uct岨e(皿状構造)と呼ばれるもので日本では1974年3月筆者

によって初めて発見され宮騎県目南市大堂津駅北東東方向的1,500

m猪崎半島燈台下海岸でみられた露頭である.

この皿状構造は砂岩･泥岩細互層中の泥岩に挾まれ施厚さ20⑪～230c㎜

の一枚の厚い砂岩単層の下部付近にみられる.この断面豪観察すると

黒色の線状の葉理によってあたかも皿の断簡をみ惑ふう然形態を示す

ために∬状構造と名づけられたその形は皿状断面で下方にへこみ

そのへむみの度合は非常にゆるやかなものからU字形を作るよう枚もの

まである.その幅ほ2.5～3.5cmで約10cmに近いものまである.

高さは1～3cmである.地層は目南亜層群の上位の滝ケ平山層(漸新

一中新世).なお詳いにとは地質調査所月報第25巻欝9号

K鰯一δ蛇蜜照止(文長浜春夫)�


